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          令和４年度第２回長南町まちづくり委員会会議録 

 

                               令和４年１１月２８日 

                庁舎分館第 1 会議室 

 

出 席 者：岩瀬委員、板倉委員、大森委員、川﨑委員、武田委員、松﨑委員、鈴木委員 

古市委員、内村委員  

町側出席者：平野町長、（生涯学習課）風間課長 

事 務 局：（企画政策課）河野課長、田中主幹、渡邉課長補佐、大村 

欠 席 者：唐鎌委員、吉野委員、大木委員、中橋委員 

 

 

１．開  会 （事務局 渡邉）１０：００ 

   

２．町長挨拶 （平野町長） 

   本日はご多忙のところ第２回のまちづくり委員会にお集まりいただき、誠にありがとう

ございます。 

本委員会では、公民館の建て替えについて、既存の場所で改築するか、複合施設として新

しい場所に建設するかのご判断を頂くわけですが、町で策定済みの第 5次総合計画や、まち・

ひと・しごと創生総合戦略に位置付けられている方針等に沿うような形で、ご判断を頂きた

いと存じます。 

本日は、前回からの追加案件として、「長南町第５次総合計画における前期基本計画の変

更」及び「長南町過疎地域持続的発展計画の変更」につきましても、ご協議を頂くわけです

が、これは将来的に現状として町にスーパーの誘致も難しい中で、高齢化が進む住民への買

い物支援や、地場産業の育成を目的とした直売所を検討する際に計画に位置付けることで、

税額控除や過疎債といった有利な起債を活用するためのものです。 

いずれにいたしましても、本日の会議も大変重要な案件となりますので、皆様方のご協力

をお願い申し上げ、私からの挨拶とさせていただきます。 

本日はよろしくお願いいたします。 

 

３．会長挨拶 （武田会長） 

   前回９月２８日に会議を行いましたが、その際公民館の在り方について、既存公民館の改

修なのか、複合施設の新規建設なのか、複合施設を立てるとしたら、町としてどのような機

能が必要なのかとのご意見を頂き、町サイドにおいて基本的な方針を作成し、既存場所と新

規予定場所との比較を整理する中で、今回第２回目のまちづくり委員会を開催する運びと

なりました。 

また今回は、前回の案件に２項目加えられており、「長南町第５次総合計画における前期

基本計画の変更について」及び「長南町過疎地域持続的発展計画の変更について」も議題と

なっております。こちらは、先ほどの町長の挨拶にもありましたように、将来的な直売所の

建設についてとのことです。 
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   本日は、皆様方のご意見を頂く中で、まちづくり委員会として特に複合施設の建設につき

ましては重要事項ですので、きちんとした方向性を出していけるよう皆様のご協力をお願

いいたします。 

 

４．議  題 （武田会長） 

※長南町まちづくり委員会設置条例第５条により武田会長を議長とし進行 

（１）長南町第５次総合計画における前期基本計画の変更について 

（２）長南町過疎地域持続的発展計画の変更について 

（３）まちづくりの核となる複合施設の建設について 

（４）その他 

 

（１）長南町第５次総合計画における前期基本計画の変更について 

 

武 田 会 長：それでは、議題（１）長南町第５次総合計画における前期基本計画の変更について

事務局の方より説明をお願いします。 

 

事務局河野：会議資料１を用いて説明。 

            Ｐ６ページ６行目 安定した農業所得の確保に向けて農産物直売所の活用や 

      Ｐ７ページ４行目 ◎農産物直売所の開設 

      ※具体的な農産物直売所活用の文言を長南町第５次総合計画へ追加       

 

武田会長：事務局からの説明が終わりましたが、委員の皆様からこの長南町第５次総合計画

の変更についてご意見等ございますか。 
 

鈴木委員：現在町内に農産物直売所が２カ所あるが、それとは別に新たに作るというイメー

ジでこの文言を加えるということでよろしいですか。 

 

事務局河野：はい。新しく作るということで考えています。 

 

板 倉 委 員：新しく作る直売所の運営方法はどのように行うつもりですか。 

 

事務局河野：用地と建物は町で作り、運営については直売所を行っている方などに運営してもら

う公設民営の方向で考えております。 

 

板 倉 委 員：長生農協でも直売所の運営をしているが、長生管内から生産者が農産物を持ってき

ても厳しい経営状況となっている。仮に民間に任せても、かなりの営業能力のある

企業が運営してくれれば先に出るかもしれないが、地元の経営者が運営してもかな

り厳しいのではないかと思う。長南町で生産者がどれだけいるのか、長南町の生産

者は７０代前後が中心となり生産していて、その方たちがあと何年できるのか、外

からどのようにどれだけ仕入れをおこなうのか等を考えても、今の直売所はかなり
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難しいのではないかと思う。１０年前から道の駅、直売所をやったらどうかと言っ

てきたが、今になってからやるというのは考えられない。長生農協でもかなり厳し

い中でやっている状況で、町でおこなうのはどうなのかなというのが私の考えです。 

 

武 田 会 長：経営面ではどのように行っていくのかというような質問内容ですが、事務局のほう

で説明があればお願いいたします。 

 

事務局田中：板倉委員がおっしゃるようにＰ５ページをみていただくと、現状の課題というとこ

ろで販売農家数が２０年間で半数以下に減少し、農業就業者の割合も６５歳以上の

高齢者が７７．９％という高い割合となっております。そういった中で、農林業を

いかにして活性化していくかという１つの手法として農産物直売所の開設という

形で総合計画への追加をお願いさせていただきました。長南町のお米、レンコンと

いった地域の特産品の魅力発信、情報発信をしていく中で、今後そういうものを含

めて研究し、経営につきましても他市町村の先進事例等を参考として実施していき

たいと考えております。 

       

武 田 会 長：この件について他の委員の皆さんで意見がありますか。 

 

内村委員：どの道の駅をベンチマーキング（サンプル）として考えていこうと思っていますか。 

  

事務局田中：県内でいいますと、旭市の季楽里、また関東近辺の栃木、茨城で成功している道の

駅直売所の現地視察を行っているような状況です。したがいまして、県内で成功し

ている事例の旭市の季楽里を参考としていきたいと現時点では思っております。 

 

内 村 委 員：長南町と似たような条件でいくと、インターの出口があり全国でもトップ１０に入

っている木更津市のうまくたの里などを考えたことはありますか。 

  

事務局田中：動く町政教室という形で、４～５年前に町民の方々２０数名と一緒にうまくたの里

の見学に行っております。色々な直売所の良い点を吸収し、活かしていけたらと考

えております。 

 

武 田 会 長：他に意見はございますか。 

 

平 野 町 長：これは道の駅とは違い、この直売所というのは、これからより高齢化となり中々町

外へ買い物に出ることができないという方も増えてくる中で、町民の皆さんの生

活支援の一環として作ることを考えています。作ることにより地場産業の振興に

もつながり、その中で町外から人が来てくれればなおよいとした考えであること。

そのためには経営力と企画力が大事であるため、きちんとした組織を作り、考えて

いかなければうまく運営していくことができません。ですので今回計画は出して

いますが、まずは年度明けに経営検討委員会というようなきちんとした組織を作
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り、ある程度これでいけるという確証を得てからこの事業は進めていきたいと考

えています。町民のための施設といったような感覚で捉えていただきたいと思い

ます。 

 

武 田 会 長：他に意見はございますか。 

 

大 森 委 員：店舗を作るうえで一番大事なのは立地だと思います。 

      具体的に立地的には現状どのようなところを考えていますか。 

 

事務局田中：現状は国道４０９号線沿いに考えております。 

       

大 森 委 員：インターチェンジなどの方は考慮していませんか。 

 

事務局田中：インターチェンジから近くの場所で考えておりますが、あくまで現時点での予定と

いうことでご理解いただければと思います。 

 

武 田 会 長：他に意見はございますか。  

 

岩 瀬 委 員：地場産業の育成ということで、本町の農産物としてはお米、レンコン、その他の野

菜がごくわずかです。やはり本町の農業を継続して行っていくためには、米に代わ

る様々な付加価値の高い農産物の栽培という点に視点を移して、町の方が率先して

後継者を育成していかなければいけないと思います。一番大事なのは売れるものを

生産していくことであるため、米から他のものへ代えていくといった施策をうって

いただきたいと思います。 

もう１点は、隣接する町村にスーパーや道の駅があるので、きちんとマーケティン

グをおこなった中で、どの程度の規模がふさわしいのか精査していただきたい。 

また、以前から農業生産団体より道の駅の要望は受けていたが、今でも直売所、道

の駅を必要としているのか、自分たちでやっていこうという意思があるのかを確

認した中で、取り組んでいけるのであればそうしていただきたいと思います。 

 

平 野 町 長：まずはしっかりとした組織を作り、その中での議論の状況等を踏まえて、最終的に

行けると思えば着工していきたいと思います。また地場産業の中で、米やレンコン

しかないのではということですけれども、直売所を作ることによってそれが刺激と

なり、新たな農業経営をする人が現れるかもしれませんので、町としてはそのよう

な環境を作るといったことも１つの考えであります。いずれにしましても、きちん

とした組織の中で十分議論を重ねながら、慎重に進めていきたいと思います。 

 

武 田 会 長：内容としては、総合計画の中に直売所の開設を入れるかどうかということになりま

す。実際にやるかということは別として、この計画自体を変更するということに問

題がないかということです。 
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それでは長南町第５次総合計画における前期基本計画の変更について、一部加え

ることについて承認いただければと思いますがいかがでしょうか。異議ございま

せんか。 

 

委 員 各 位：異議なし 

 

武 田 会 長：それでは承認ということで決めさせていただきます。 

 

 

（２）長南町過疎地域持続的発展計画の変更について 

 

武 田 会 長：それでは、議題（２）長南町過疎地域持続的発展計画の変更について事務局の方よ

り説明をお願いします。 

 

事務局河野：会議資料２を用いて説明。（下線部の文言の追加） 

            Ｐ７ページ （４）事業計画（令和３年度～令和７年度）内への【事業名】【事業

内容】【事業主体】の追加 

 （４）地場産業の振興  

・生産施設    農産物直売所建設事業  町 

   ・加工施設    農産物直売所建設事業  町 

   ・流通販売施設  農産物直売所建設事業  町 

      

  Ｐ１４ページ（４）事業計画（令和３年度～令和７年度）内への【事業内容】【事

業主体】の追加     

高速バスターミナル設置事業  町・外 

    

武 田 会 長：こちらの内容は、先程の第５次総合計画の変更と同様に、長南町過疎地域持続的発

展計画へ農産物直売所建設についての内容、それに伴う高速バスターミナルの設

置事業の内容を追加するといったことになります。 

      こちらの変更について意見等ございませんか。 

 

      （意見なし） 

 

      それでは長南町過疎地域持続的発展計画の変更について、一部加えることについ

て承認いただければと思いますがいかがでしょうか。異議ございませんか。 

 

委 員 各 位：異議なし 

 

武 田 会 長：それでは承認ということで決めさせていただきます。 
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（３）まちづくりの核となる複合施設の建設について 

 

武 田 会 長：それでは、議題（３）まちづくりの核となる複合施設の建設について事務局の方よ

り説明をお願いします。 

             

事務局河野：会議資料３を用いて説明。 

 

武田会長：複合施設についてご説明いただきましたが、これについて意見等ございますか。 

 

内村委員：Ｐ１ページに複合施設に導入予定の機能として８項目ありますが、町民への意見

等の調査はおこないましたか。 

 

事務局河野：現段階では事前に町民の方からはご意見はいただいておりません。こちらの８項目

については複合施設として、町に足りていない機能、町の方でこのような機能があ

れば良いのではないかといった案となります。ただし議論が進んでいく段階で町

民の皆様からの意見をいただくことは当然のことだと思います。 

       

事務局田中：補足説明になりますが、町全般の第５次総合計画を作成する中では、町の強みと弱

みという面でマーケティング調査を実施しております。その中で住みやすい理由、

住みにくい理由といった項目で、公民館の中に文化施設が整備されていない、買い

物するのに不便などといったご意見を頂いております。それらをベースとして複

合施設といったものに置き換えた場合に、どういったものが町民の意見と適合し、

そこにうまく盛り込むことができるかといったことを踏まえ、このような資料作

成となったことをご理解いただければと思います。 

 

武田会長：他に意見はございますか。 

 

鈴木委員：町中にこのような複合施設ができると色々な人が来て交流し、活性化が図れるイ

メージはありますが、町中にあまり駐車場がないということについて、駐車場を作

る予定、考え等があれば教えてください。 

 

事務局河野：旧長南小学校のプールを取り壊して駐車場として活用すること、長南ハイランドの

奥の谷津が深いのですけれども、そちらの方も将来的に駐車場として活用できない

かと考えてはおります。 

 

武田会長：他に意見はございますか。 

 

内村委員：Ｐ２ページのＡ案、Ｂ案それぞれの選定理由の中にＢＣＰ（事業継続計画）の視点

が書かれていないと思いますが、そちらはどちらも同じと考えていいですか。役場

の機能がＡ案、Ｂ案どちらになっても維持、災害時には同じスピードで復旧できる
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と考えていますか。 

 

事務局河野：まず災害時にはどちらも同じように復旧できると考えています。また財政的な面に

つきましてもＡ案，Ｂ案どちらもシュミレーションしておりまして、それぞれどち

らも３０年償還で、現在の返済金が毎年４億円、この事業を行うことにより２，０

００万円から３，０００万円程度増えることを想定しています。 

 

板倉委員：議題３について複合施設の建設についてとありますが、場所も含めての検討とな

りますか。 

 

武田会長：前回のまちづくり委員会の議題では建設場所とありましたが、今回も内容的には

場所も含めてということでよろしいですか。 

 

事務局河野：はい。 

 

板倉委員：町中だと裏が河川ということもあり造成費等がかなりかかると思いますし、駐車

場もすぐに広げることができないと考えます。 

 

事務局河野：駐車場に関しましては、町中ですと現状大きな面積の駐車場はありません。あくま

で案としてですが、町中である程度の面積で平みのあるところや保育所の付近な

ども含めて、住民の方にお話しをさせていただき、協力いただけるのであれば、そ

の辺りも考えていきたいと思います。また、先程も申し上げましたが、旧長南小学

校の奥なども考えていきたいと思っております。板倉委員がおっしゃったように

裏の河川の改修、造成なども考えていきたいと思います。 

 

武田会長：他に意見はございますか。 

 

松﨑委員：場所ということで考えた場合、町の施設、近くに小、中学校もあるので現在ある場

所に集約したほうが利便性の面で良いと思う。町中であると道路が狭いというこ

と、商店の状況をみても現状では活性化は厳しいのではないかと思う。また駐車場

ということにおいても様々な施設との共用、極端に言えば野球場をどこかにもっ

ていけばそこも複合施設の一部として使用できますし、災害時などの緊急的な対

応等においても離れている場所より現在の場所の方が良いと思います。 

 

武田会長：他に考え等も含めてご意見はありますか。 

 

岩瀬委員：現在本町の生産年齢人口はどんどん減っています。また長生管内では一番広いで

すが、世帯数は３，０００程度しかありません。一番大事なのは若者や我々の子ど

も、孫などが住み続けたい町にするために、どのようなまちづくりをしたらよいか

ということであると思います。そのために必要なことは、小さなまちづくり、集住
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するまちづくりだと思います。道路、川、ガスといったようなインフラを変えてい

かなければ、将来的に固定費も圧迫していきますし、町中に空き家、空き地、空き

店舗などが目立ちます。そこに賑わいを作ることによって人が集まり、企業が目を

つけ、経済が回っていくと思います。今議論している、公民館をきっかけとして何

か町が仕掛けていかないと、賑わいのある町を作っていくことは難しいと思います。

今ある場所の周りには住宅用地がないので、賑わいの創出はされません。役場と公

民館の利便性だけを考えるのではなく、長期的な視点にたって将来的に継続してい

けるようなまちづくりを考え位置を決めるべきだと思います。 

            

武 田 会 長：どこにするかというのは非常に難しい問題であると思います。 

      しかし、諮問いただいているので、まちづくり委員会としては答申が必要となって

きます。どういった内容の答申とするか考えていく必要があります。 

 

大森委員：人口も将来的に減っていく見通しの中で、新たに土地を求めるのではなく、野球場

やゲートボール場などの整備を行うなどして、既存の土地を有効に活用し、新たに

複合施設を建設したほうが良いと思います。 

 

武田会長：他に意見はございますか。 

 

内村委員：Ｂ案ですが、ハザードマップの視点からは検討しましたか。 

      

事務局河野：令和元年度の大雨の被害状況、役場周辺の雨量等を建設環境課に確認しましたが、

その中で、町中周辺では比較的川が深いため、川が決壊したりですとか、水が移水

してくる可能性は今の状況で言うと低いという判断をしております。 

 

内村委員：ネットでは２日間降り続くとあふれる計算となっていますが、大丈夫ということ

ですね。 

 

事務局河野：令和元年度の大雨の時は１時間最大雨量が５８ｍｍ、１日の累加雨量が３１３．５

ｍｍでしたが、その際もあの周辺は河川の被害はありませんでした。あれ以上の雨

が降らないということはもちろんありませんが、あのレベルの雨でしたら今のとこ

ろ大丈夫であろうと考えております。 

 

武田会長：他にご意見等はございますか。 

 

川﨑委員：現状から見ますと人口が減っていく中で、人を呼び込むということはよほど大き

なことをしていかないと厳しいのではないかと思います。個人的には役場庁舎と

の連携、駐車場、ハザードマップ、金額の面の問題も含めるとＡ案のほうが良いの

ではないかと思います。 
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武田会長：Ａ案かＢ案かそれ以外か、何らかの形で答申をしなければいけないと思いますが、

お考え等ございますか。 

       

      提案ですけれども、まちづくり委員会ではここまで何度も十分に議論をしてきまし

た。ただ結論を出すまでには至らなかったので、この議論を踏まえて町の方で考え

てくださいというのも一つの答申だと思いますが、いかがでしょうか。そうではな

く他のご意見があればお願いします。 

       

（意見なし） 

 

それでは今お話しさせていただいたような内容の答申を出させていただきたいと

おもいますが、よろしいでしょうか。 

 

委員各位：はい。 

 

武田会長：それでは答申案を作成しますので１０分程度お待ちください。 

       

     （ 休憩 ） 

  

          （別紙答申案配布） 

武田会長：まちづくり委員会としての答申案となりますので目を通してください。 

      こちらの答申でよろしいでしょうか。 

 

内村委員：細かいことですが⑧のあとに「など」や「その他」と付けたらいかがでしょうか。 

 

事務局河野：付けてしまいますと何でもありとなってしまいますのでこのままでお願いしたい

と思います。 

 

武田会長：それでは委員の皆様この内容で答申を提出するということでよろしいでしょうか。 

 

委員各位：異議なし 

 

武田会長：それでは皆様の同意をいただきましたので、こちらの答申で提出させていただき

ます。 

 

（４）その他 

 

武 田 会 長：その他についてですが、事務局のほうで何かありますか。 

 

事務局河野：特になし。 
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武 田 会 長：それでは、本日はこれで終了といたします。 

これで、議長の任を解かせていただきます。 

皆様のご協力ありがとうございました。 

 

事務局渡邉：会長ありがとうございました。 

以上で、本日の令和４年度第２回長南町まちづくり委員会は、終了いたします。 

ありがとうございました。 

 

５．閉 会 １１：４０ 

 


